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≪小規模多機能型居宅介護 サービス評価≫ 

サテライト三日市場 
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令和 5年 3月 31日 

小規模多機能型居宅介護 ｻﾃﾗｲﾄ三日市場 

 



 

 

 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 ５年２月 ２６日（１３：３０～１４：３０） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ ６名 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
３人 ３人 ０人 ０人 ６人 

 

前回の改善計画  

 

独居の利用者さんで必要な方は地域の民生委員と連絡を取る。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・民生委員さんを含め話し合いの場を持つことができた。 

・様子を伝えたことで、地域で困った時には連絡をもらえた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
０ ５ １ ０ ６ 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 
０ ５ １ ０ ６ 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
０ ３ ３ ０ ６ 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
０ １ ４ １ ６ 

 

できている点  

 

・利用日以外の昼間の様子がわかる様、訪問日を増やし知ることができた。 

・個人ファイルのアセスメントを確認することができた。 

・本人の話を聞きその様子を共有することができた。 

 
 

できていない点  

 

・安心して暮らしている方の民生委員さんとの交流ができない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

 

・利用者さんが暮らしている地区の民生委員さんに、管理者と計画作成担当者と、年に 1回は挨拶に行く。 

 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和５年２月２６日(１３：３０～１４：３０） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ ６名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
１人 ３人 ０人 ２人 ６人 

 

前回の改善計画  

 

住んでいる地区で地域の資源が活用できている方は、引き続き活用が切れない様支援していく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域資源との連携が取れるように挨拶に行った。 

・情報を共有できるようにしたことで、事業所を知ってもらえた。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
０ ２ ２ ２ ６ 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
０ ０ ４ ２ ６ 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
０ ２ ３ １ ６ 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
０ ０ ５ １ ６ 

 

できている点  

 

・コロナ禍で機会が少なくなってはいるが、必要に応じて話し合いの場を持つことができた。 

・地域や自治会等の行事には積極的に参加できた。 

 

 
 

できていない点  

 

・コロナ禍で会議自体が少ない。その為全職員が参加することは出来なかった。(代表者の参加だった。) 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

 

・地域の方や、ボランティアの方に来てもらえるようなイベントを考えていく。 

 (オカリナの方や、隣の方と交流する。) 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 ５年２月 ２６日（１３：３０～１４：３０） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ ６名 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
３人 ３人 ０人 ０人 ６人 

 

前回の改善計画  

 

地域の方にわかっていただけるように看板を作る。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・駐車場と事業所入口に看板を設置できた。 

・今後はメンテナンスもしていく。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
０ ５ １ ０ ６ 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 
１ ３ ２ ０ ６ 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
０ ５ １ ０ ６ 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
０ ２ ３ １ ６ 

 

できている点  

 

・家族や利用者からの苦情は、皆で改善できるよう迅速に対応した。 

・家族や利用者から発信された言葉を皆で共有してきた。 

 

 
 

できていない点  

 

・事業所のあり方について、自分のアイデアや意見を言えなかった。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

 

・キャリアパスを利用し、個々の意見やアイデアを伝えてもらいやすくしていく。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

  
事－⑦ 



法人名 
特定非営利活動法人 

おいなんよ 
代表者 佐藤 敏子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

事業所のある場所は田んぼや畑に囲まれているのどかな場所です。組合に加入しているの

で、地域の行事には職員が交代で参加しています。天気の良い日には近所の散歩に出かけ

ます。全員でご飯を作る日を決め、手も口も動かしながら、元気に過ごしています。利用者様

が安心して自宅で暮らしていけるように、家族・地域の方と相談しながら、チームで支援して

います。 

事業所名 
小規模多機能型居宅介護 

サテライト三日市場 
管理者 上田 千代里 

 

出席者 
市町村職員 

知見を有する 

もの 

地域住民・地域

団体 
利用者 利用者家族 

地域包括 

支援ｾﾝﾀｰ 
近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 １人 ３人 １人 １人 １人 人 ３人 人 １０人 

 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

外部評価の項目、４「地域での暮ら

しの支援」 ６「連動・協働」 ７「運

営」の 3項目について、全員で確認

する。 

民生委員を含め話し合いの場を持

つことができた。独居の方は特に関

わりがもてた。コロナ禍で動けないこ

ともあった。 

事業所の自己評価には職員全員で

取り組んでいることが確認できた。 

外部評価の項目、２「～したいの実

現」 ３「日常生活の支援」 ６「連

動・協働」の 3 項目について、職員

全員で取り組む。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

プランターでの野菜作りは継続し、

収穫を楽しむ。庭の環境整備にみ

んなで取り組む。 

プランターで季節の野菜が少しだ

が収穫できた。庭の環境整備は思う

ようにできなかったが、庭木の剪定

と片付けができた。 

看板がつけられ、駐車場も決めら

れ、寄り付きやすくなった。二年に

一回区民際があるので、そこに参加

出来たら良いのでは。 

庭の手入れをする時間を作るため

に、毎月の行事係にも協力してもら

い予定に入れる。看板のメンテナン

スをする。 

C.事業所と地域のかか

わり 

自治会長さんに、おいなんよ通信を

回覧で入れてもらえないか伺いに

行く。 

自治会長さんにお願いに行けなか

った。近所や運営推進委員にはい

ろいろな職員が配りに行くことがで

きた。 

コロナ禍で地域の会議もないし、関

わりが少なかったのはしょうがない。 

区に今年度から加入したので、通

信を回覧で入れてもらうようにお願

いする。文化祭の展示に事業所の

紹介を書く。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

変化があった時には、その方が住

んでいる地域の関係者の方々に挨

拶に行く。 

地域の資源で、スーパー・タクシー

会社・飲食店等と連絡が取れた。 

住んでいる地域の民生委員さんと

連絡を取ることができた。 

地域で暮らす独居の方に気配りが

できている。 

必要な利用方法を相談し、地域と

のつながりを切らないように支援し

ていく(お茶のみ友達、散歩仲間)。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

会議以外の時でも、地域の困りごと

や、最近の様子について、情報交

換できるように、民生委員や包括に

連絡をする。 

地域の困りごとがわかっていない。

独居の方は民生委員と連絡を取る

が、家族と暮らしている方は、連絡

を取る機会がない。 

独居が増えていると思うが、会議も

なく会話をする機会がないので、様

子もわかっていない。 

地域包括と連絡を取り、困りごとの

相談をしたり、アドバイスをもらう。事

例検討をする。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

地域の防災訓練に参加する。事業

所の避難訓練に参加していただ

く。自治会長さんに災害時のこと

について話に行く。 

事業所の防災計画について、確認

し意見がもらえた。 

備蓄品の補充・購入ができた。 

BCP の配布ができた。 

事業所の避難訓練に参加できて

いる。福祉避難所でかざこしの里

と連携している。 

地域の避難訓練に参加する。福祉

避難所のことについて確認する。

前回配布した BCP について意見

を聞く。 





 


